
1。 は じめに :研究課題および研究方法

海外華人にかんする研究を始めてから,海外に居住

する華人と親しくなると,必ず「あなたは移民第何世

代ですか ?」 と質問するようにしている。シンガポー

ルでは,50～ 60代の華人の場合,祖父の世代,あ る

いは父母が幼少時に移民してきたと答える人が最も多

い。20代以下になると,祖父の時代であったか,父

母の時代であったかはっきり答えられない人さえもい

る。中には,祖先が直接中国からではなく,マ レーシ

アやインドネシアを経由してシンガポールに定住した

とか,祖先が東南アジア華人であったのが,新中国の

建設とともに中国に戻った後,文化大革命を機に逆流

してきたケースや,親が国民党の残留勢力として,1950

年代に海外へ渡ってきたというケースもあった。ま

た,「曽祖父はマレー系女性と通婚し,親や親戚もそ

ういうもの同士で通婚しているため,家の中ではずっ

とマレー語や英語しか使わないし,あ まリチャイニー

ズとしての意識もない」という混血華人もいた。lo
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年ほど前までのシンガポールでは,こ のような返答が

大半を占めていたのが,近年では,本人が第 1世代の

移民であると答える「新移民」も数多く見られるよう

になっている。

海外華人はさまざまな要因によつて海外へ移民し,

居住国において,そ れぞれ異なった背景と環境の中

で,一時または長期滞在,あ るいは場合によつて永住

することになった。そして,華人の移民の過程で,現

地人との通婚によって混血児およびその文化が生まれ

た。また,一部の華人は,土着の支配者あるいは時の

政治家に重用あるいは利用され,現地華人社会を統制

する任務にも任命されたり;経済を支配するに至った

り,と いうこともあった。このように,何 らかの形

で,現地の他民族とかかわりながら,現地に根を下ろ

す華人がいるのと同時に,現地社会の中に同化せず

に,華人コミュニテイを築いて平和的に共存している

華人も存在している。過去には,華人にとつて不幸な

事件もしばしば起こっており,と りわけ,近代では,

多くの華人が居住国へ同化を強制されたり,他民族と

の軋蝶などによって,種族暴動や排華運動が発生し,
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多数の華人が排斥されたり,華人の経済活動や教育活

動に制限が加えられたり, ということは少なくなかっ

た。

本研究は,以下にのべる4点ついて考察することを

目的としている :1点 目は,海外華人移民が生まれる

こととなった歴史的背景,2点 目は,海外華人移民の

種類,3点目は,華人の居住国における適応パターン

である。これらの問題について考察を行い,比較する

事によって,複雑化された華人社会についての理解を

深めることが本研究の目的である。

本研究に用いた研究方法は以下の 4点である三1点

目は,歴史的文献および先行研究,2点 目は,雑誌 ,

新聞などの報道,3点 目は,東南アジア華人による手

記を含めた自伝的記述,4点 目は,東南アジア華人を

主とする関係者への聞き取りである。なお,本研究で

は,華人と土着住民との相互利用の代表例として,マ

レーシアの「カピタン」およびインドネシアの「チュ

コン」を,同化の代表例として,マ レーシアやインド

ネシアに多く見られる「ペラナカン (ババ,ニ ヨニ

ャ)」 と呼ばれる混血華人を,「歴史の副産物」という

見地から選択した。また,居住国における共生 (非同

化)の例として,「保守」的な立場から,「排斥」され

る立場へ,そ して,現在は「承認」されるようになっ

たインドネシア華人 (純血華人)を 選択した
I。

2。 海外華人の歴史

2-1.16世紀以前 :中国海軍の成長および海上貿易の

発展

海外華人は,どのような過程で生まれたのだろう

か。多くの海外華人を生み出すことになった歴史的背

景には,中国海軍の成長および海上貿易の発展,中国

と東南アジアの相互作用,中国国内の人口増加,西洋

の軍事および商工業の拡大をはじめとする全世界的動

き,それにつながる動きとして,西洋の中国および東

南アジアに対する影響,中国内部の崩壊,そ して,近

年における東南アジアでの熟練動労者の需要があげら

れる。

16世紀以前の中国人の移民は,商業目的による外

国との往来の過程で生まれたものであった。中国の海

上貿易は主に南洋 (東南アジア)か らの特産物の輸入

によるものであった。特に,H27年 に南宋が成立 し

たことによって始まった中国の航海時代では,南洋と

の「朝貢」の形式を取らない貿易が全盛期を極め,南

宋政府は商港を建設するための海軍をも組織した。当
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時,危険を冒して海や陸を行 く商人が後を絶たず,特

に,泉州 (福建省)か らの商人は,現地で冬を越すよ

うになり,中 には滞在期間が 10年 にまでおよぶもの

や,現地に移民するものまでもいた。こういった状況

は,元朝以降も続いた。明朝以降は,歴代皇帝がさほ

ど南洋貿易に興味を示さなかった中で,明初の永楽帝

が 70回 以上も使節を派遣 し,積極的に南洋との商業

をベースとした交流をすすめたため,その時期,ジ ャ

ワやスマ トラに華人や混血華人が居住する強大な華人

商業地区が作られた。

2-2。 16～ 19世紀 :中 国と東南アジアの相互作用"西
洋の軍事および商工業の拡大をはじめとする全

世界的動き

この時期,東南アジアヘのヨーロッパの進出がめざ

ましく,多 くの商業をベースにした移民が東南アジア

ヘ渡った。16世紀,中 国の社会構造は変化を見せ ,

中国社会は,過去のどの時期よりも市場経済によって

大きな影響を受けるようになった。農業は商業化し,

都市部の工芸品生産は拡大し,貿易とその競争力が増

加したことから,社会の流動性も加速した。それは,

明政府の経済に対する管制が厳しくなかったためであ

る。その中で,福建人による非常に大きい商業勢力が

形成され,東アジアおよび東南アジアとの貿易の仲介

を行うようになった。彼らの中で突出していたのが ,

鄭芝龍とその子で台湾を統轄したことで知られるell成

功である。

17世紀には,オ ランダ人やイギリス人が東南アジ

アに進出するのと同時に,多 くの華人がタイ,ベ トナ

ム,カ ンボジアやフィリピンなどに華人殖民区を形成

した。1644年 に,清政府による統治が始まると,清

政府が,反清を唱える鄭成功による沿海貿易を封じる

ため,沿海住民を内陸部に移民させ,海上貿易を禁止

した。清政府の迫害によって,鄭成功の残留勢力はベ

トナム南部に流れ,地方の統治者となった。一方,満

州族の統治に不満を持つ多くの人びともインドシナ半

島に渡り,ベ トナム南部やカンボジアでは半島南部で

は華人による巨大な勢力が形成された。これは,商業
ベースとは異なるもうひとつの移民の流れである。

華人と東南アジアとの貿易は,政府の管制などか

ら,多 くの困難に直面 していたが,18世紀以降,更
に多くの華人が東南アジアに渡った。当時は,商業ベ

ースのほかに,「苦力」とよばれる非熟練労働者が多

量に発生し,その中には,渡航費用を借金して渡った

もの,編 されて連行されたものなどもいた。その背景
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には,土着の統治者や西洋の植民者が華人を利用して
いたことがあげられる。「苦力」の多 くは地縁や血縁

などによる連鎖移民であり,ベ トナム,タ イ,フ ィリ

ピン,イ ンドネシア,マ レーシアなどを中心とした地

域に渡 り,方言群による住み分けを行った。その後 ,

華人居住地は更に拡大し,華人が現地の貿易をコント

ロールするようにまでなっていた。

2-3。 19世紀以降 :西洋の中国および東南アジアに対

する影響1中国内部の崩壊

19世紀以降,植民地政府の統治下にある東南アジ

アにおいて,植民地主義を伴ったヨーロッパの商工業
の拡張による労働力の不足に伴って,多 くの中国から

の労働者が東南アジアに流れた。移民の移住先はアジ

アのほかに,ア フリカや太平洋地域にまで広がった。

移民の発生は,中国内部の崩壊にも起因している。清

朝末期には,ア ヘン戦争に始まって,清朝の存亡にか

かわる再三にわたる群集蜂起が起こり,19世紀中葉

には,それがピークに達していた。また,清朝を揺ら

がすことになった「太平天国の乱 (1850-1864年 )」 ,

「捻軍 (反清武装農民の集団)の 蜂起 (1851-1868

年 )」 ,「義和団運動 (北 清事変)(1899-1900年 )」 に

よって,国内は更に混乱を極め,多 くの中国人が海外

に流れた。

清朝の政権 に終止符 を打 った「辛亥革命 (19H

年 )」 後も,中 国国内では,軍閥,革命,外国からの

侵略,内戦というように,混乱が続 き,1937年 に日

中戦争が勃発すると,更に国内は混乱し,国外への移

民の大きな波が起こった。そして,1949年 に中国共

産党による中華人民共和国が成立にともなって,多 く

の国民党の残留が国外に流れた。この時期,海外に渡
った華人は,都市部では巨大な華人コミュニティを形

成し,経済活動を含めて華人社会全体をコントロール

するまでになった。また,辺境の途上地帯に移民した

華人は,タ イ北部における国民党軍の残留のように,

当地の政府の意向で中国共産党の進出を防ぐ役割を担

う場合や,ミ ャンマー北部における同軍残留のよう

に,政治的にも文化的のも台湾とは密接なつながりを

保持しながら,現地に根付いて商業活動を行うなど,

それぞれ独自の生活を築いている'。

2-4。 1950年代以降 :東南アジアを中心とする熟練労

働者の需要ヮ「新移民」の波

1950年代から 1960年代にかけての移民は主に,辺

境の発展途上地帯ではなく,都市部へと集中した。ま

た,こ の時期の移民は,従来主流を占めていた非熟練

労働者ではなく,多種におよぶ熟練労働者の需要によ

る移動であるといえ,その能力と労働力は,非熟練労

働者のそれをはるかに上回つている。更に,近年は,

グローバル化に伴い,中国への投資など,商業ベース

の往来をはじめ,中国からの観光客や留学生を受け入

れる国 (シ ンガポールやマレーシアなど)も 増加し,

中国との交流が一気に進んでいる。特に,シ ンガポー

ルでは高学歴で専門知識を有する中国人 (香港人を含

む)が労働することや,更 には彼 らの帰化が歓迎さ

れ,「新移民」が急増中である。また,中 国からの新

移民による「華源会」,香港人による「九龍会」とい

う互助的な組織も成立し (特 に後者はシンガポール政

府による積極的な支持を得ている),中 国からの新移

民によるコミュニテイ形成に一役買っている"。

3。 移民 の適応パ ター ン (1):

土着 との相互利用

(マ レーシア とイ ン ドネシアの事例 )

3-1.マ レーシアの「カピタン」

華人移民が最も多いといえる 19世紀において,東

南アジア各地では,華人の相互扶助を目的とした地縁

および血縁組織や,華人商人の利益を守るための商業

組織などが次々と設立された。その一方で,華人移民

による秘密結社も同時に成立し,華人を保護するとい

う名目を持ちながら,華人社会に脅威を与えていた。

一般的に,秘密結社は,同一の方言グループから形成

されており,方言グループをコントロールしていた。

当時,マ ラヤ (マ レーシアの前身)では,秘密結社の

リーダー格で才覚を持つ人物は,農園や採掘場などを

支配し,労働者をコントロールするようになった。か

れらは自然と,方言グループだけではなく,華人社会

の中でもリーダー的存在として認められるようになっ

ていった。

当時のマラヤでは,土着のスルタン (王 )が ,秘密

結社の財力に目をつけるだけではなく,結社による保

護を求めて,結社のリーダーと商業協定や政治的連盟

を結ぶケースも増加していた。スルタンの信頼を得た

結社のリーダーは,ス ルタンから「カピタン」を呼ば

れる地位を授与された。結社のリーダーは,「カピタ

ン」になることによって,ス ルタンの支配下にある採

掘場などを傘下におき,事実上,その地域の事や物流

を完全に支配するようになっていた。そして,結社の

リーダーはスルタンを保護するだけではなく,それら
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で得られた利益をスルタンに献上するというように,

スルタン側も得るものは多く,かれらとスルタンの間

には一種の相互利用が存在していた
4。

その中でも最も卓越した「カピタン」であったとい

われるのが,セ ランゴール州の海山秘密結社のリーダ

ーであった葉亜来 (ヤ ップ・アーロイ)で ある。葉

は,1860年 代に,土着の王位継承戦争にかかわり,

スルタンのアブドル・サマ ドの王位継承のために一役

買ったことで,ス ルタンから「カピタン」の地位を与

えられた。その後,葉の支配とリーダーシップによつ

て, クアラルンプールの錫鉱業および商業は飛躍的な

発展をみせた。これによつて, クアラルンプールは,

商業都市として更に発展を続け,後に,マ ラヤの首都

となるのである。スルタンだけ,あ るいは,秘密結社

のリーダーだけの力では,当 時,ク アラルンプールを

含めたマラヤ各都市の発展はなかったということがで

きる
5。

マレーシアにおいて,華 人社会での第一群の指導者

は,こ のような「カピタン」であった。その後,植民

地政府による実権が強固になってからは,徐 々に「カ

ピタン」制度は廃止されていったが,華人社会で巨額

の富を得た商人や企業家が,華 人社会でのリーダー的

地位を「カピタン」から取って代わって,第二群の指

導者となる 20世紀初期まで,こ の「カピタン」制度

は継続し,マ ラヤ発展の基礎を固めたのである
6。

3-2ロ インドネシアの「アリ・ババ式連携経営」

一方,イ ンドネシアでも,そのような土着と華人の

相互利用が近年まで存在していた。その相互利用は,

オランダ植民地時代の 1870年から,1960年 まで 1世

紀以上続いた土地政策により,イ ンドネシアの公民権

を取得していない華人が,農地を所有することができ

なくなったことに端を発 している
7。 この土地政策が

実施される以前は,東ジヤワのスラバヤを中心とした

地域で,裕福な華人移民は大規模な農園を所有し,イ

ネやサ トウキビの栽培を行っていた。しかし,土地政

策実施以降,華人はやむなく農園への資金を製糖工場

の建設などといった現代的な企業の運営へ移した。し

かし,成功者は一部分であり,こ れにより没落した華

人農園所有者は少なくなかった。

1950年代から 1960年代にかけて,「アリ 0ババ式

連携経営」とよばれるスタイルの経営が出現 した。

「アリ」とは土着を,「ババ」とは華人を指すこの経営

スタイルは,文字通り,土着と華人によつて作 り上げ

られたものである
8。
当時も,多 くの華人 (特に純血
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の華人)は インドネシアの公民権を取得していなかっ

たため,華人商人たちは,土着の商人と手を組み,土

着の名義で得た土地にて,工場などを建設 したりし

た。この「アリ・ババ式連携経営」が出現 した当初

は,華人は主に,サ イドビジネスをもつ政界の重要人

物と手を組むことが多く,こ こから,「チュコン」を

はじめとする,華 人企業家と政界人物の癒着の土台が

作られることになったのである'。

3-3.イ ンドネシアの「チュコン」

現代的な企業の運営に携わるようになった華人は,

多種多様にわたるビジネスに勢力を拡大し,彼 らの企

業も高度に多角化していった。1950年代から 1960年

代以降,多 くの土着と華人との連合企業の所有権は,

華人の手中にあり,「アリババ式連携経営」の対象に

なる土着は政界人物だけではなく,軍人にまで広がっ

た。

特に,1950年 代以降,頭 角を現 し始めた軍人は,

積極的に華人との連携を望んでいた。地方の軍人は,

ゴム,椰子,砂糖などをシンガポールに密輸し,そ こ

で得られた利益を,軍資金として利用することを目的

に,華 人商人と積極的に手を組んだ。特に,ジ ヤワの

地方においては,福建系華人が長年,中小のビジネス

に携わっており,地方軍人と手を組みやすい環境にあ

った。また,こ ういった華人商人のほとんどが,中国

語教育を受けた純血華人であり,シ ンガポールなど,

華人が多い地域とはビジネスや資金調達のためのネッ

トワークをすでに持っており,当時,シ ンガポールヘ

の密輸は難しくなかったのである。

1967年 に大統領に就任 したスハル トも,大統領就

任以前,ジ ャワ軍の指揮官であった際に,林紹良 (ス

ドノサリム)を はじめとする複数の華人商人と手を組

んでおり,大統領就任以降も,そのビジネス関係を継

続させていた。これは,その後,林がインドネシアで

最大の財閥となるサリム・グループを築き上げる土台

となった。1970年代,こ のように,軍 と密接な関係

を持っていた華人商人は,「チュコン」の称号を与え

られ,い くつかの分野で活躍 していた。1980年代末

期から,原料価格の暴落によつて,特 にインドネシア

で主要な輸出品目であつた石油は大きな打撃を受けた

ため,政府は石7由に変わる代替の輸出品を増加する政

策をとったことから,紡績業や靴製造業をはじめとす

る製造業が発展し,輸出品も多様化した。それら大企

業のほとんどが華人によるものである
Ю
。

林にかんして言えば,1980年 代に中亜銀行を設立
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し,サ リム・グループを国内屈指の財閥まで成長させ

た。当然ながら,ス ハル トの支持なくしては,サ リム

・グループは,こ こまでの発展をなしえることはでき

なかったであろう。しかしながら,1998年 に,経済

危機の悪化によってスハルト退陣を求める暴動が発生

し,状況は一変した。林をはじめとする,ス ハル トや

その傘下にある軍部と関係が深かった華人商人は,ス
ハルト失脚と同時にその勢力を失うこととなったので

ある
H)。
林の中亜銀行の株式の大半は,外資系企業に

買収され,サ リム・グループも現在,大 きな負債を抱

えているに)。 林は,福建省福清出身の華人であり,シ
ンガポールの福清会館の名誉顧間をしているが,名 ば

かりではなく,主要行事のたびにシンガポールヘ飛

び,イ ベントに出席 している。1998年 の暴動以来 ,

シンガポールに滞在することが多くなった林は,引 き

続き頻繁に福清会館には顔を出していた
B)。 インドネ

シアで,こ のような華人組織が容認されていない状況

下において,海外の血縁あるいは地縁組織に加入し,

華人のネットワークを築 くことは多く,イ ンドネシア

以外でも, ミャンマーなど,政府による制限が存在す

る地域の華人企業家によく見られるケースである。

そういったケースばかりではなく,国家間の国交樹

立などのために活躍し,国家が国際社会でその地位を

確立するために貢献 した「チュコン」も存在する。そ

の代表例が,イ ンドネシア国籍で,シ ンガポールの永

住権を持つ唐裕 (ト ン・ジュー)である。唐は 1926

年にインドネシアで生まれ,8歳の時にシンガポール

にいる兄を頼って来星,華語による教育を受け,18

歳で海運業に従事するようになった。1950～ 60年

代,製油業を本格的に開始したばかりのシンガポール

で,唐 はシンガポールとインドネシア間の石油の輸送

を手がけた。そして,1957年 には唐の経営する TuNAS

社が,イ ンドネシア国家石油公社の駐シンガポール総

代理に指定されるまでとなった。1950年代後半から

1960年代にかけて,同社は全盛を極め,多 い時には

一時に 200隻のタンカーを所有し,唐 はシンガポール

の海運王とも称えられた。唐は 1945年 ,イ ンドネシ

アのスカルノ政権樹立に際して軍部に物資を調達し,

政権の樹立を助け,その後のビジネスを通してスカル

ノ大統領と深いつながりを築き, ビジネスにおける自

らの地位を確かなものとした。1960年代,唐 は,中

国銀行シンガポール支店の開設を積極的に支援し,中

国のシンガポール進出の突破口を開くことに貢献 し

た。また,当時,シ ンガポールとインドネシアでは,

政変が立て続けに起こり,シ ンガポールは 1965年 に

マレーシアから分離独立,同年インドネシアでは90

30事件 (詳細は次節)が発生し,ス カルノ政権が揺

らぐことになった。そのような波瀾に満ちた時代の中

で,唐 はインドネシアの政府高官に対し,シ ンガポー

ルとの国交樹立を積極的に助言し,1967年 ,両 国の

間で国交が結ばれた。インドネシアでは同年,ス カル

ノからスハルトヘ政権が交代したが,シ ンガポールと

の国交樹立やインドネシアの経済発展の立て役者であ

る唐は,失墜するどころか,ス ハルト新大統領からも

信望を得たのである。その後,唐は,199o年 のイン

ドネシアと中国の国交回復,その直後のシンガポール

と中国の国交回復において,両国と中国の要人との

「根回し工作」で,陰ながら大きな役割を呆たしたの

である。1960年代以降,唐 は,積極的な中国への支

援や中国でのビジネスを通して,李鵬や朱鉛基など中

国の要人からも信頼を得てきた。唐のそういった人脈

と信頼関係が,イ ンドネシアおよびシンガポールの指

導者から一日置かれ,それが三国の外交関係にも大き

く役立ったのである
‖
'。

以上の「カピタン」,「アリ・ババ式連携経営」およ

び「チュコン」に見られる華人と土着との関係につい

ていえば,華人と土着は同化するわけではなく,共生

というよりもむしろ相互利用しながら生存していると

いった関係であるといえる。相互に利用し合っている

ため,双方ともに得られるものは多く,こ れらの関係

が,国家の発展に寄与した部分は非常に大きい。特

に,「チュコン」についていえば,一般的に,林詔良

を例とするように,時の政治権力が存在する間は安泰

であるが,政変によって反対派が政権を握ると失墜す

るケースがほとんどであった。こういった関係は, ど

ちらかに利用価値がなくなれば,あ るいは,土着の権

力者が失脚すれば,華人は全てを失ってしまう危険を

はらんだ関係であるともいえるのである。その中で,

唐裕のように,国家間の外交関係に尽力したケース

は,居住国への最も大きな貢献のひとつであり,いわ

ば特別のケースであるといえるだろう。こういった関

係は,華人 (特に商人)が,居住地に適応するための

重要な選択肢の一つだったのである。

4.移民の適応パ ターン (2):
土着との同化 (マ レーシアおよび

インドネシアの「ペラナカン」を例として)

東南アジアの一部の地域では,華人と原住民との通

婚による同化が進み,混血文化が生まれた。マレーシ
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アやインドネシアでは,こ ういう混血児を「ペラナカ

ン (特 に男女を区別して呼称する場合は,男性はバ

バ,女 1生はニヨニヤ)」 と呼ばれている。また,フ イ

リピンでは,先住民とスペイン人の文化をあわせ持っ

たメステイソと呼ばれる混血児が生まれ,かれらは居

住地で他民族と比較的平和にに共生していた。かれら

はそれぞれ,華人のものとは別の,独自の融合文化を

作り出してきた。本節では,「ペラナカン」について

取り上げる。

マレーシアの「ペラナカン」の起源は,15世紀の

マラッカ王国時代にまでさかのぼることができる。当

時,福建省からの移民を多く受け入れたマラッカはマ

ラヤにおける最初の華人居住地となった。インドネシ

アでも,19世紀中葉以前から多くの華人移民が流入

し,巨大な華人居住地が形成された。当時の移民の大

半は単身の男性であり,原住民の女性や,華人と原住

民との間に生まれた混血児と通婚するケースが多かっ

た。かれらの子弟は「ペラナカン」と呼ばれ,現地の

言語に精通し,現地の文化を積極的に受け入れたが ,

中国の伝統的な価値観も保持していた
い
。

18世紀から19世紀にかけてのマラヤでは,商業界

や専門的な分野で,「ペラナカン」はその才覚を現し

た。マラヤでは,イ ギリス人がペナン (1786年 )お

よびシンガポール (1819年 )に て政権を確立する

と,両地域の経済は急速に発展した。マラッカの「ペ

ラナカン」は,その機に乗じて両地域に移り,それら

の地域でも活躍した。また,かれらはマラヤ全域にお

いて,サ トウキビの栽培や,製糖業に従事したり,錫

鉱業やゴムの栽培にも着手したりして,それぞれの分

野で成果をあげ,土着の王から認められ,「カピタン」

としての地位を獲得するものも現れた。植民地政府が

「カピタン」制度を廃止してからは,英語やマレー語

に精通する「ペラナカン」は,植民地政府の機関にて

官員として採用される機会が増加した。

1900年 ,マ ラヤでは,イ ギリス植民地政府によつ

て,「英籍海峡華人公会」が設立された。メンバーの

ほとんどが,英文教育を受けた専門職従事者や企業家

である「ペラナカン」によって占められていた。かれ

らは,マ レーシア華入社会において,第三群の指導者

となった。メンバーの中でも代表的な人物は陳禎禄

(タ ン・チェンロック)であり,公会の指導者を務め

たほか,後にマレーシアで成立した華人政党「馬華公

会」の初代会長に就任するなど,華人社会におけるリ

ーダー的役割を果たした
%。

一方,イ ンドネシアでは,20世紀初頭,「ペラナカ

人間科学編 (2005年 3月 )

ン」によって,純血華人と同様に,互助組織である

「公会」や「会館」が設立された。組織内での使用言

語は,早期においては父祖の地からの福建語が使用さ

れていたが,後にマレー語に取って代わられた。ま

た,華人による華文学校の増加に対抗して,オ ランダ

植民地政府によって,「荷華学校 (Holland_chinese

School)」 が設立された。「ペラナカン」のエリートの

子弟の多くは,オ ランダ語を教学用語とする「荷華学

校」へ進学したため,オ ランダ語が「ペラナカン」エ

リートの言語となった。中でも優秀な「ペラナカン」

の子弟は,オ ランダの大学に進学する機会を得る事が

でき,帰国後は,医師,弁護士,薬剤師やエンジエア

などの専門職に従事することとなった。植民地政府

も,オ ランダ語教育を受けた「ペラナカン」を積極的

に官員として採用した。こうして,「ペラナカン」の

中でもエリート層は,オ ランダ語教育を受けたものに

よって占められることになった
口|。

「ペラナカン」の文化は,中国文化と土着の文化の

融合であるといえる。言語について言えば,エ リート

階層は宗主国の言語に精通しているが,一般的には,

家庭内ではマレー語 (イ ンドネシア語)を使用し,親

族に対する呼称や料理の名称に福建語の単語を使用す

るほかは,中国語は話さない。マレーシアの「ペラナ

カン」女性の服装は,マ レー系のスタイルを基調とし

たものではあるが,中国的な色彩や模様をあしらった

ものが多い。インドネシアの場合は,バテイックと呼

ばれる土着のろうけつ染めの服装が好まれて使用され

ている。「ペラナカン」の歴史は長いため,彼 らによ

る文学も地位を確立していた。インドネシアの場合,

独立前は,華人マレー語 (ム ラユ・テイヨンファ)と

呼ばれる日常生活で使用される言語によつて書かれて

いたが,独立後は,それは標準インドネシア語に取っ

て代わられた
螂
。

また,「ペラナカン」の特色が現れている宗教の中

に,孔子を信仰する「孔教」がある。ジャワの孔教の

歴史は古く,1899年 にジャワのスラバヤに孔子の神

位を祀つた廟が建立されたのを最初に,その後,華人

組織である中華会館 (中 でも「ペラナカン」のメンバ

ー」)に よる支持や,熱心な信者によつて孔教はジヤ

ワ各地に広まった。現在,「了L教会」という組織が設

立され,孔子学説を宣揚し,孔教を広めることに努力

している。興味深いのは,その主要メンバーの大半が

「ペラナカン」によって占められ,具体的な活動内容

は,イ ンドネシア語による集会の開催,出版物の刊

行,宣教であり,それらの活動により,非華人からも
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支持者を集めている。孔教会は組織化されており,教

義および一神論を有することから,その形態はキリス

ト教やイスラム教に類似している。これらの点だけを

見ても,すでに中国にある孔教とは異なるものになっ

ており,イ ンドネシアに同化された新しい形の孔教で

あるということができる19)。

こういった「ペラナカン」は移民の歴史が生んだ副

産物であるといえる。かれらのアイデンティティは,

それぞれの背景によって異なり,華人の血を引いてい

る,あ るいは華人であると認識しているもの,華人の

意識が希薄なものなど,様々であるが,一般的には華

人と区別して,「自分はペラナカン (ババ,ニ ョニャ)

である」と認識しているものが多い
20。 マラヤやイン

ドネシアでは,「ペラナカン」が,積極的に現地や宗

主国の言語を学ぶことによって,居住国での地位を確
立していったことが,共通点としてあげられる。居住

地の文化,言語や習慣を取り入れ,同化することによ

って,比較的容易に居住地に適応していったのであ

る。

5。 移民の適応パ ターン (3):

土着 との共生 (ジ ャヮの純血華人 を例 として )

インドネシアでは,華人は,主 にジャワに居住する

純血華人 (以下華人),「ペラナカン」,そ して,ジ ャ

ワ以外の島に居住する華人に大別される。本節では,

ジヤワ華人について取りあげる。ジャワの華人につい

ては,近年は,徐 々に同化もみられるようになってき

ており,純血の割合は,1960年 代の時点で,ジ ャワ

華人全体の 40%と なっている。

19世紀末期になると,そ れまでの男性の単身者に

よる移民が大半だった状況から,妻帯で移民する華人

が増加し,華人移民の様相も変容した。そういった妻

帯の移民は,特にジャワに多 く,移民は同化せずに,
ジャワにて華人の家庭を築いた。かれらは,中国の言

語,服装,習慣を保持し,代 々中国文化を継承するこ

とに努めた。とりわけ,現地生まれの子女に対 して

は,中国の出身地へ送り,教育を受けさせるなど,中

国との紐帯を強めるような教育を行った。

かれらはまた,現地で,中国語学校の設立,華人義

山 (墓地)の造営,中国廟の建立,地縁・血縁会館の

設立,中国語紙の発行,中国からあるいは現地の中国

語による出版物の普及などを積極的に行い,華人文化

を維持することにつとめた。こういった純血華人がつ

くったものに対 して,「ペラナカン」はさほど興味を

抱いていなかったため,華人と「ペラナカン」の接点

も多くはなかった
創)。
当時,華人の多くはチヤイナタ

ウンに居住していた。

また,当時は,他の東南アジア諸地域の華人社会と

同様に,華人にとって方言グループのアイデンテイテ

イは非常に重要であった。多くの職業は,一つの方言

グループによつて独占されており,他の方言グループ

の参入は難 しかつた。1950年代までは,華 人の方言

グループによって,75～ 85%の大企業が独占されて

いた。彼らの大半は純血華人で,それらの多くが,中

国生まれ,或いは中国語教育を受けたものであった。

多 くが中国語を流暢に話 し,商業界では,「ペラナカ

ン」をはるかにしのぐ勢力を有していた。インドネシ

ア華人の商業文化は,ほぼ完全にこういった純血華人

によって作 り上げられたものであるといっても過言で

はない。その中から,後に「アリ・ババ連携経営」に

かかわるものや,「チュコン」として活躍する華人商

人が生まれたのである。

教育についていえば,戦前は,他の東南アジアの華

人社会の状況と同様,中華民族主義を涵養する中国の

カリキュラムに従った華文学校が数多く設立され,華

文学校教育は発展を続けていたが,イ ンドネシア独立

後,状況は一変する。1957年 に,国 民党系の学校

は,強制的に閉鎖されることになり,こ れによって,

1800校あった華文学校数が,510校 にまで激減した。

しかし,12万人の児童・生徒はなおも華文学校で学

び続けた。華文教育に更なる打撃をあたえることにな

ったのが,1965年 9月 30日 に起こった 9・ 30事件で

ある。同事件は,軍事クーデターをきっかけとする反

共産主義暴動であった。翌年,反共産主義暴動が大規

模な排華運動へと発展し,ス マ トラ島北部やカリマン

タン島の農村に居住する華人は出国を迫られた。これ

によって,中国とインドネシアの国交は断絶し,すべ

ての華文学校は閉鎖に追い込まれたのである
2)。
華文

学校の児童・生徒はインドネシア語学校への転入を余

儀なくされた
2勢

。 このようないきさつから,現在 ,
インドネシア華人の中で,中国語を話せる人のほとん

どが 50歳以上という状況である。かれらは,1960年

代以前に,華文学校を卒業した人たちである。

9013事件が起こった 1960年代,イ ンドネシア政

府は,華人を含めた少数民族に対して,同化政策を本

格的に実施した。華人に対しては,中国文化を消滅さ

せることを目的とし,華人は中国語名を使用せず,イ

ンドネシア名を使用することを強制した
2■

。また,更

に,地縁・血縁による華人組織はもとより,「ペラナ
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カン」による国籍協商会さえも解散に追い込 まれ

た25。

公民権についていえば,同 じく,1960年 代に大 き

な変動があったといえる。オランダ植民地時代は,植

民地政府が出生地主義と取っていたため,イ ンドネシ

アで生まれた華人は,必然的にオランダ植民地政府か

ら公民権を与えられた。その一方で,中国は,血統主

義に基づいて,海外に居住する中国人にも国籍を与え

ていたため,当 時のインドネシアでは二重国籍の華人

が非常に多かった。インドネシアが 1940年 に独立 し

てからは,新政府は二重国籍を認めなかつたため,華

人はそのうちの 1つ を選択せざるを得なくなつた。特

に,1960年 および 1961年の間に強制的に選択が追ら

れることになると,一部の華人が公民権を申請するに

とどまり,その後,1980年 代までは,な おも60%以

上の華人が,中 国国籍を有していた。中国国籍を保持

する華人のうち,一部の華人は自ら中国へ渡ったが ,

多くはインドネシアに残 り,中国国籍を保持したまま

永住権を申請することとなった
26。

1970年代後期になると,ス ハル ト大統領は,中 国

との関係改善を希望するようになり,華人に対する制

限も緩和する事を決定 した。公民権についても同様

で,公民権未取得の華人が公民権を取得する際の手続

きを簡略化し,費用も下げ,多 くの華人が公民権を取

得しやすいようにした。また,同時に,こ れまで禁止

していた中国廟を修復することや,地縁・血縁組織を

復活させることなども,条件付で許可した。現在は,

約 10%の華人がまだ公民権を取得 していない。かれ

らのほとんどが中国生まれの高齢者である
コ
。華人の

伝統行事についていえば,植民地時代は,植民地政府

が華人に対 してさして制限を加えなかったため,春

節,端午節,中元節,中秋節などといつた華人の伝統

行事は盛大に祝われていた。しかし,イ ンドネシア独

立後は,政府は,こ ういった伝統行事はすべて宗教行

事ではないという理由から,公共の場での華人の儀式

や行事のイベントなどの実施を禁止し,中国廟と家の

中でのみ実施する事を許可した。この制限はスハルト

大統領時代も継続した。

その後,1998年 に起こった暴動によつて,ス ハル

ト大統領が退陣してからは,華人を取 り巻く状況は大

きく変化 した。2000年 ,ワ ヒド大統領は,こ れまで

華人の宗教や民俗活動について制限を設けていた

「1967年 第 14号大統領政令」を撤回 したことによ

り,華人が公共の場でも,世界の華人と同様に春節を

祝う事ができるようになった
郎
。更に,中国との関係

号 人間科学編 (2005年 3月 )

に重点をお くメガワテイ大統領は,2002年 の春節

に,孔教総会を訪問し,そ の場で,2003年 以降,春

節を正式にインドネシアの祝日とすることを発表 し

た29。 これは,イ ンドネシア華人にとつて,57年間待

ちこがれた朗報であるといえる
Ю
。メガワテイ大統領

は,そのほかにも,華文教育の復興という快挙をなし

遂げた。現在は,華人による華文学校,家庭教師によ

る中国語の補習も次々と出現し,イ ンドネシア語の学

校でさえも,中 国語コースを設けるようになってい

る。中国語の教学レベルを高めるために,直接,中国

大陸の高等教育機関に連絡を取り,教師や学生の交換

プログラムを提案する教育機関も出現している。この

ような動きは,政府にも見られる。2001年 ,イ ンド

ネシア教育省 (青年・体育・校外教育司)と ,広東省

海外交流協会および広東教育国際交流協会が,広州市

にて,華文教師訓練コースの合同実施という協議に調

印した。具体的には,広東省から,大学教員による中

国語の専門家グループがインドネシア各地に派遣さ

れ,華文教師の トレーニングを行うというもので,コ

ースを終了し,試験に合格したものが,中国とインド

ネシア双方による修了証書を受け取るのと同時に,イ

ンドネシアでの華文教師の資格を得ることができると

いうシステムだ
劇
。

現在, インドネシアでは,中国語がブームになって

きており,最 も重要な言語として,英語と肩を並べる

ようになっている。中国の改革開放政策やメガワテイ

大統領の親中国政策によつて,こ こ数年,中国とのビ

ジネスは盛んになってきており,中国語を話せる人材

が必要とされているためである。現在,熱心に中国語

を学ぶ人たちは,中国文化に興味を持っているわけで

はなく,ま して,中国伝統文化を継承したいと考えて

いるわけではないのである。

ジャワの純血華人は,移民当初,中 国の言語,服

装,習 慣を保持 し,代 々中国文化を継承する事に努

め,他民族との同化を受け入れなかった。インドネシ

ア独立後も,政府による公民権取得やインドネシア名

への改名への要請,伝統行事の実施に対する制限,ひ

いては華文学校の廃止などによって,華人はインドネ

シアヘの完全な同化を求められたが,華人の多くは,

その状況に耐えながら,同化を受け入れることをしな

かった。そして,近年は,華人に対して行われてきた

数々の制限は緩和され,現在ではむしろ,中国語教育

が奨励され,華人伝統行事も承認されるようになり,

土着のインドネシア人が中国語を学んだり,華人伝統

行事に参加する姿も見られるようになっている。ジャ
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ワの純血華人は,大別すると以上のような保守的な立

場から排斥される立場を経て他民族と共生する立場に

変容過程にある。現在の「共生」という状態は,イ ン

ドネシア華人のみならず,世界に散らばる (同化して

いない)海外華人が,他民族とのよりよい関係を築い

ていく上でめざすものであることは間違いないであろ

う。

6.お わ りに

海外華人の歴史および移民の適応パターンについて

述べてきたが,華 人移民の適応パターンは大別 して

「土着との相互利用」,「同化」,「共生」といった3種

類のパターンに分けることができる。その中で,「カ

ピタン」,「アリ・ババ連携経営」および「チュコン」

に代表される「土着との相互利用」については,華人

と土着は同化するわけではなく,共生というよりもむ

しろ相互利用しながら生存しているといった関係であ

り,相互に利用し合っているため,双方ともに得られ

るものは多く,こ れらの関係が,国家の発展に寄与し

た部分は非常に大きい。こういった関係は,華人 (特

に商人)が,居住地に適応するための重要な選択肢の

一つとなった。特に,華人の経済活動に対して制限を

加えている国や地域でこのようなケースが見られる。

また,「同化」を代表する「ペラナカン」は移民の

歴史が生んだ副産物であるといえる。マレーシアやイ

ンドネシアでは,「ペラナカン」が,積極的に現地や

宗主国の言語を学ぶことによって,居住国での地位を

確立していったことが,共通点としてあげられる。居

住地の文化,言語や習慣を取り入れ,同化することに

よって,比較的容易に居住地に適応していくパターン

である。

同化をしない華人が,他民族とうまく「共生」でき

ることは容易なことではない。本研究で取り上げたイ

ンドネシアの純血華人の事例のみならず,多 くの国や

地域において,過去には,排華運動をはじめとする華

人にとって不幸な事件がしばしば起こっていた。とり

わけ,近代では,居住国政府による厳しい同化政策に

よって,多 くの華人が居住国へ同化を強制されたり

(イ ンドネシア, ミャンマーなど),他民族との軋礫な

どによって,種族暴動や排華運動が発生し,多数の人

びとが殺害されたり (マ レーシア,イ ンドネシア, ミ

ャンマー,カ ンボジア,ベ トナムなど多数),華人の

経済活動や教育活動に制限が加えられたり (タ イァイ

ンドネシアなど多数)と いったことは少なくなく,そ

れぞれの地域で,多 くの華人が犠牲になってきた。ま

た,現在においても,一部の居住地では,先住民を優

遇する政策で,華人の進学や就職にも制限が行われて

いたり,中国語学校や中国語の出版物に制限が加えら

れたり,華人の生活がなおも制限されている。その一

方で,華人が国民国家の一員として他民族と平等の権

利を享受できている居住地もある。ジャワの純血華人

も,現在では承認される立場となり,本当の意味での

他民族との「共生」が可能になりつつある。

グローバル化が更に進み,今後,多 くの国や地域

で,「新移民」も更に増加することであろうし,多種

多様な他民族との関係がうまれるであろうと予想され

る。このような状況の中で,今後,華人社会も更に複

雑化し,異 なった適応パターンが生まれてくるであろ

う。その中で華人を含めた多民族がよりよい社会を築

くためにいかに多民族を承認し,共生していくかが重

要なカギとなることはまちがいないであろう。

)王

1)華 人について語る際に,よ く議論 されるのが「中国
人」,「華僑」,「華人」といった呼称についてである。

一般的には,海外に居住 している (主 に職業を持ち,
定住 している状態の)中国国籍所有の中国人で,居住

地への永住 を目的としているもの も含め,か れらは

「華僑」と呼ばれている。

一方で,い わゆる中国系アメリカ人,中 国系シンガ

ポール人などを例 とするように,海外に居住 し,居住

国の国籍をすでに取得 しているのが「華人」と呼ばれ

ている。特 に,後 者は,中 国人の血 を引いてはいる

が,中 国国籍を所有 しておらず,中 国に対する政治的

忠誠心や国家アイデンティティを持っているわけでは

ない。さらに,後者の中には,他民族 との通婚などに

よって,完全に居住国へ同化 し,自 らが華人であると

いうアイデンティティさえも有 していないものも存在

してお り,それらを「華人」と呼べるかということも

微妙なところである。

華人を取 り巻 く環境,歴史的背景や,地域の条件が

異なることから,ひ とつの時代 を境 に,「華僑」か ら

「華人」へ と,境界線を引 くことは非常に困難ではあ

る。よって,本研究では,「華人」の用語に統一 して使

用する。

2)以上の部分 (2-1～ 2-3)に ついては,以下の書籍を
参照した :

沿物主編,桂貴強編訳,『海外華人百科全集』,三聯

書店 (香港)有限公司,1998年 ,46-59頁 。

Jennifer CushIIlan & Wang Gungwu, eds。 , Cttακgjκ g

Iグθ″j′ jιsげ ′力ι Sθ
“
′力ιαs′ Asjα77 Chj4θ s` sjれει wOrJグ War

二 Hong Kong:Hong Kong University Press,1988。

Leo Suryadinata, ed。 , Sθ
“
′力ιαs′ 24sjα 77 C“ J′

“
rθ ′ rh` sθ _

θjθ一C“ J′
“
紹′ 五万777`κ sJθれ, Singapore:  Times AcadcIIlic
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Press, 1995。

Lco Suryadinata,C力 j′
?′∫ια″グ Qヽr′θ72-3夕 :′グj′gj″ Sθιィ′カー

`α
sr Asfθ , Singapore: Singapore Socicty of Asian Studics,

1997.

3)呉偉明 。合田美穂「シンガポールにおける 日本の社

縁文化一日本人会と九龍会との比較」,中 牧弘允・ミッ

シェル・セジウィック編『日本の組織 社縁文化とイ
ンフォーマル活動』,東方出版,2003年 ,99-126頁。

「亜洲週干J」 2004年 4月 25日 。

4)宗郷会館が,華 入社会の “正"の側面であるとする

なら,そ の一方で,秘 密結社は “負"の 側面 といえ

る。中国からの移民のほとんどは,仕事や住居などで

の扶助を求めて宗郷会館に入会し,そ の保護を受けて

いたが,同 時に秘密結社に加入する華人も少なくなか

った。秘密結社では,『三国演義 (三 国史)』 中の英雄

である関羽や劉備,張飛などを守護神としているもの

が多く,入会儀式もそれらの面前で行われた。また,

秘密結社は宗郷会館と同様に,華 人社会の葬祭を取 り

仕切ることも仕事の一部としていた。当時,多 くの華

人は,秘密結社に入会することによつて,自 らを “保

護"し てもらっただけではなく,同時に闘争に参加す

ることで結社のメンバーや結社自身をも “保護"し た

のである。

5)沿物主編,在貴強編訳,『海外華人百科全集』,三聯

書店 (香港)有限公司,1998年 ,172-174頁。

顔清涅著,陳剣紅訳「新馬華人社会的階級結構典社

会地位流動 (1800-1911)」 および,栗明鮮訳,「十九世

紀新馬華人社会中的秘密会社典社会結構」,『海外華人

史研究』,新加坂亜洲研究学会,1992年 ,149-167お よ

び,179-197頁。

6)同時期, インドネシアにおいても,「カピタン」は存

在しており,主 に「ペラナカン」の有力者が任命され

ていた。

7)こ の土地政策の目的は,土着を保護するためのもの

であり,華人が土着の耕地を占領したり,編 し取った

りする事を防ぐために実施されたcイ ンドネシアの公

民権を持つ土着のみが,耕地を所有することができ,

華人を含めた外来のアジア人は,都市に居住すること

を強いられた。

8)沿認主編,在貴強編訳,『海外華人百科全集』,三聯

書店 (香港)有限公司,1998年 ,159頁 。

Lco Suryadinata, “Chinesc Econonlic Elites in lndone―

sia:Recent Devdopments",動
`Cノ

r′r`げ Cttjη
`S`″

jれθr―

′●' j″  /77グθ4`Sjθ , Singapore: Tirnes Books lntemational,

1997,pp 25-54.

9)当 時のマ レーシアにおいて も,華 人の商業活動が制

限 されてお り,華 人 と土着 との「ア リ 。ババ式連携経

営」が生 まれた。

lo)沿認主編,社貴強編訳,『海外華 人百科全集』,三聯

書店 (香港)有限公司,1998年 ,159-160頁。

朱炎『華人ネットワークの秘密』,東洋経済新報社 ,

1995年 ,52-53頁 。

白石 隆『新版インドネシア』,N「Π 出版,1996年 ,

169-176頁。

人間科学編 (2005年 3月 )

Lco Suryadinata, “Chinese Economic Elites in lndone…

sia:Recent Devclopments",Zた
`Ctrrr“
r`げ C力 jれ

`s`豚
j4θ
r¨

′●
｀′″ /77グθ″

`s,α
, Singapore: Tirnes Books lntemational,

1997,pp 25-54.

11)当 初 は,ス ハ ル ト退陣 を要求す る暴動 であ ったの

が,ス ハル トと癒着 していた華人商人 もその攻撃の対

象 とな り,更 には一般市民 を含めた全華人 も犠牲 にな

つた。同暴動 につ いて は,中 国和 世界雑誌社 編輯部

『華裔的非情』,中 国和世界雑誌社 ,1998年 の前文 を参

照にした。

12)「亜洲週刊」,2002年 10月 7日 。

13)筆者は,シ ンガポール滞在中の 1996年～2000年 まで

の期間,シ ンガポール福清会館での行事にて,参与観

察を行う機会を得たが,中でも比較的重要な春節の行

事などには,林は必ず出席していた。

14)シ ンガポールに居住する唐裕は,現在,シ ンガポー

ルの安渓会館主席,中 華総商会理事,海星中学校およ

び工商小学校等の学校役員を務めるなど,シ ンガポー

ルの華人社会にも多大な貢献をしている。唐裕にかん

する記述は,筆 者がシンガポール滞在中の 1996年 ～

2000年 の期間に,数回にわたつて唐に対して聞き取り

を行った内容をもとにして記述したものである。

15)一 般的に,土着 (マ レー人やインドネシア人)の価

値観は,倹約しない,勤労勤勉ではない,ビ ジネスに

興味がない,楽 な生活を享受することや確実性を重視

するといったものであるといわれている。一方で華人

は,倹約に努め,富や名誉を重視 し,ビ ジネスチヤン

スを逃さず,洞察力が深いといつたことが価値観の特

徴としてあげられる。

16)活制主編,在貴強編訳,『海外華人百科全集』,三聯

書店 (香港)有限公司,1998年 ,172-174頁。

萩原宜之『ラーマンとマハテイール ブミプトラの
挑戦』,岩波書店,1996年 ,1-18頁。
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